
研究 鸞：、

電子計算機の運用管理の機械化
＜電子計算機の管遷蠣務の省力化＞

本店情報システム部

＜妻旨＞ コンビュ ー タの利用形態は多様化し， 運用業務を人間の技能や経験で対応することが困難とな
ってきたので， 昭和55年からスケジュ ー ルと操作指示害の自動作成の準備処理から運行制御まで運用業務
全般の機械化に着手し， 昭和57年から実用化したのでここに概要を紹介する。

1 開 発 の 目 的
汎用電子計算機は， 相互連携の必要があるオン

ラインジステムの分散化， 業務処理の大規模化お
よび他ジステムとのデーク交換の拡大などにより
運行形態が複雑化し， 運用部門に次の問題点の発
生が予想され た。
(1) 計算機の設置台数および業務量の増加による
要員増加
(2) 業務運行の複雑化による操作ミス
(3) 地域分散による運用情報の散在および操作方
法の不統一

これらを解決するため， 総合運用管理ジステム
の構築を図った。
2 総合運用管理システムの概妻

運用業務は， 定常業務， プログラム開発および
オンライン運用に大別でき， 当システムの果たす
機能は次のとおりである。 （第 1 図参照）
(1) 定常業務の 運用

定常業務の運用はすべて当ジステムのもとで行
われる。 スケジュ ー ルの決定と指示 書 の 自動作
成， 磁気テ ープの自動割り付けに加え， ファイIレ
のディスク常駐化機能（第2図参照）， さらに業
務処理の流れを制御する運行管理を行う。
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プログラム開発の運用
ファイルの自動割当て， 操作指示書の自動作成

の機能によ り， 遠隔地からのプログラム開発が容
易となった。
(3) オンライン運用

分散設置した計算機の相互監視機能により， ォ
ンライン専用機を無人化し， 障害発生時に即応で
きる体制を可能とした。 また， 数百台の端末機の
運用（開始・終了画面の送出， 延長利用申請の受
付）の自動化を図った。
3 開 発 効 果

当システムの開発効果は第 1 表のとおり で あ
る。
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第2図 常駐ディスク運用

第1表 開発効果

効 果

要 員 抑 制効果

操作性の向上

内 容

運転員10名， スケジュ ー ラー
4名の要員抑制

廷面操作の省力化によるミス
の減少
運用管理情報の抽出の容易性
および標準化情報の一元管理

4 あ と が き
当ジステムの適用によって， コンピュ ー ク運用

の省力化が図れたが， 今後， より効率的な自動運
転を目標に， 総合自動化ジステムの開発を計画し
ている。

（システム計画課， 電子計算所）
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